




































































































































































































































































A１：第一学習社『高等学校 日本史A 人・くらし・未来』，A２：東京書籍『日本史A 現代
からの歴史』，A３：山川出版社『日本史A』，A４：山川出版社『現代の日本史』，A５：清水書院
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『高等学校日本史A最新版』，A６：実教出版『新日本史A』，A７：実教出版『高校日本史A』。
B１：東京書籍『新選日本史B』，B２：清水書院『高等学校日本史B 最新版』，B３：実教出版
『日本史B』，B４：実教出版『高校日本史B』，B５：明成社『最新日本史』，B６：山川出版社『新日
本史』，B７：山川出版社『高校日本史』，B８：山川出版社『詳説 日本史』。
①事実の記述として，朝鮮人，中国人の虐殺について触れているか，人数の表記はどうなって
いるか。
・人数が記入されている……A２（「虐殺」。注で，「朝鮮人数千人，中国人700人以上と推定」），
A５（殺傷，虐殺）「朝鮮人，約6,000人，中国人も多数，大島だけでも約500人」，A７・B４
（「虐殺」，「約6,700の朝鮮人，約700人の中国人」），B２（「虐殺」。注で，「朝鮮人の数は，通
常6,000人といわれる。中国人，750人ほど」），B７（「虐殺」，「朝鮮人数千人，中国人約200
人」）
・「多数の朝鮮人や中国人」など……A１（「虐殺」の表現），A３・B８（「殺傷」，「例外的規模
とはいえない規模で武力や暴力を行使した」），A４（「殺害」，中国人には触れていない），A６
（「虐殺」），B１（「虐殺」），B３（「虐殺」），B６（「殺害」）
・「朝鮮人殺傷事件」……B５（「朝鮮人を保護した民間人や警察官もいた」）
②朝鮮人や中国人に対する虐殺（殺害）の主体はどう書かれているか。
・「軍隊・警察・自警団の手によって」……A１，A２（軍隊や［警察の働きかけにより組織さ
れた］自警団によって），A３・B８（市民・警察・軍隊），A５（「戒厳令下で」），A７，B３，
B４，B６
・「自警団を組織した市民と一部の官憲」……B１，B７
・「自警団」，「自警団など」……A４（「社会主義者や労働運動家が，軍人や警察官により殺害」
には触れている），A６（「軍隊や警察によって無政府主義者の大杉栄や労働運動の指導者らも
虐殺されました」の記述はある），B２，B５
③労働運動，社会主義運動の指導者の殺害に触れているか。
甘粕事件のみ触れているB５以外は，「軍隊・（警察）によって殺害」と亀戸事件，さらに
甘粕事件に触れている［②参照］。
（2）総括的に
①不十分な記述も散見されるが，全体として最近の歴史修正主義の顕著な影響は見られない。む
しろ，検定制度の下でも，さまざまな努力により，濃淡はあるが，朝鮮人・中国人や社会主義者・
労働運動の指導者などの虐殺（殺害）に言及するなど総じて研究成果を反映した記述となっている。
特異なのは，中学校の「つくる会」系教科書の先輩格の『明成社版』（B５）で，政府の責任を免
罪し，虐殺事件であることの印象を薄めようとしている。これでも検定を通るのかと驚く，中学校
の「つくる会」系教科書の記述（【資料】参照）よりましかもしれないが。
②東京書籍『日本史A現代からの歴史』（A２）は，最も多面的に関東大震災に於ける社会的事件
を取り上げ，民衆がなぜ虐殺に荷担したかを「民衆の中に根強い朝鮮人・中国人蔑視の意識があっ
た」と分析している。自警団も警察の働きかけ，その構成に在郷軍人会などの存在があったことを
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関東大震災をめぐる教育現場の歴史修正主義（鈴木敏夫）
指摘している。流言についても「警察・軍隊・行政が流言を適切に処理しなかったこと，さらに新
聞が流言報道を書きたてたことが民衆の不安を増大させ，流言を広げることになった。」と適切な
記述をしている。また清水書院『高等学校　日本史A 最新版』もすぐれた記述となっている。
③最も採択数の多い山川出版社『詳説 日本史』の記述の変遷を見ても，1994年検定から最近
まで大きくは変わっていない。執筆者のなかで近代史関係が，「つくる会」系教科書の作成に関わ
っている伊藤隆氏から，2002年検定版から加藤洋子氏に変わったせいか，記述の正確さが増して
いる。
注目されるのは，同書の新指導要領による2012年検定版の記述が大きく変わったことである。
震災は「（コラム）関東大震災の混乱」（一貫して変わらないタイトル）でメインで扱ってきたが，
その前段の被害状況の一部を削ったことはともかく，後段を大きく書き換えたことである（【資料】
参照）。「朝鮮人・中国人に対する殺傷事件は，人為的な殺傷行為を大規模に誘発した例として日本
の災害史上，他に例を見ない」と書き，「多くの朝鮮人が殺傷された背景としては，日本植民地支
配に対する恐怖心と，民族的な差別意識があったとみられる。」また「市民・警察・軍がともに例
外的とは言い切れない規模で武力や暴力を行使したことがわかる。」と記述している。他方で「数
千人の朝鮮人と約200人の中国人が殺害された」が「多くの朝鮮人が殺傷された」となり数字がな
くなった。この点について，山川出版社編集部に問い合わせたところ，文書で以下のような回答が
寄せられた。
「筆者の判断によるものでございますが，改訂版から新課程版では，全ての記述について見直
し・検討をしており，その中で改訂版よりも事件の背景をより説明するかたちの文になっている次
第です」（編集部 ３月17日）
付け加えられた文は評価できるもの（同じ著者が入った山川『日本史A』にも同様の文がある）
であり，東京書籍『日本史A 現代からの歴史』が取り上げたことの影響が見られる。ただ数字が
消えたことが，改訂文とのセットで，文科省のこの間の動向に「配慮した」ものだとすれば，今後
の動きを注視する必要がある。他方で，この記述に対して新たな攻撃が起こる可能性もある。
④検定済みの教科書が，以上見た状況の中で，都教委の高校生用「副読本」『江戸から東京へ』
や横浜市の『わかるヨコハマ』の関東大震災についての記述の改悪は，際立っている。
文科省の検定基準の改悪などの影響や都教委などの実教『日本史A』『実教日本史B』排除の動き
は，来年度の高校の検定では，先に見た山川『詳説 日本史』にみられるような問題が起こる可能
性がある。またさまざまな勢力による「虐殺」の表現やその「数」をめぐる攻撃が起こる可能性も
ある。困難ななかでも市民や研究者が共同して行ってきた掘り起こしや犠牲者追悼の取り組み，そ
して歴史学の成果を明らかにすることがますます重要になっている。
（すずき・としお　都立高校教員）
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Ⅰ．日本史A（標準２単位，近現代史）
１．第一学習社『高等学校 日本史A 人・くらし・未
来』（教科書記号番号，日A304）
○小見出し「関東大震災」p.83
「1923（大正12）年９月１日，関東地方で大震災が
起こり，東京・横浜を中心とする地域で死者・行方
不明者が10万人をこえるなど，大きな被害と混乱が
発生した（関東大震災）。そのなかで，朝鮮人が暴動
を起こしたといううわさが広がり，多数の朝鮮人や
中国人が，軍隊・警察・自警団注１の手によって虐殺
された。また，労働運動の指導者や無政府主義者の
大杉栄・伊藤野枝らが，軍隊・警察によって殺害さ
れた。」
・注１「火災・盗難などから地域を自衛するために組織された住
民団体」
★図版（写真，絵画など）
・大震災で倒壊した建物に火災が起きている「写
真」，説明は「陸軍被服廠跡地では，約3万8,000人
が焼け死んだ。」など。
・章の始めの写真群の中にも「写真」が一枚。
２．東京書籍『日本史A 現代からの歴史』（日A301）
○小見出し「関東大震災」p.114
「1923（大正12）年９月１日，関東地方をマグニチ
ュード7.9の地震がおそった。地震発生後の火災が被
害を大きくし，東京・横浜を中心とする地域は壊滅
状態になった。死者は９万人をこえ，倒壊家屋は約
17万5,000戸，焼失家屋は38万余戸にのぼった。東
京・神奈川・埼玉・千葉の１府３県には９月２日か
ら４日かけて戒厳令がしかれ，11月15日に解除され
るまで，軍の指揮下におかれた。」
○小見出し「流言と朝鮮人虐殺」p.114
「社会的混乱と不安のなかで，朝鮮人や社会主義者
が暴動を起こすという事実無根の流言が広まった。
警察・軍隊・行政が流言を適切に処理しなかったこ
と，さらに新聞が流言報道を書きたてたことが民衆
の不安を増大させ，流言を広げることになった。
関東各地では，流言を信じた民衆が自警団を組織
した。自警団は，在郷軍人会注１や青年団などの地域
団体を中心にして，警察の働きかけにより組織され
た。彼らは刀剣や竹槍で武装し，通行人を検問して
朝鮮人を取り締まろうとした。こうしたなかで，首
都圏に働きにきていた数多くの朝鮮人や中国人が軍
隊や自警団によって虐殺された注２。「朝鮮人暴動説」
は震災の渦中で打ち消されたが，虐殺事件があいつ
いだのは，民衆の中に根強い朝鮮人・中国人蔑視の
意識があったからであった。
また，震災の混乱のなかで，労働運動家や社会主
義者らにも暴行が加えられ注３，無政府主義者大杉栄
らが殺害される事件が起きた。」
・注１「現役以外の兵役経験者の地域組織。」
・注２「朝鮮人数千人，中国人700人以上と推定される。」
・注３「東京の亀戸で，労働運動家10名が拘束され，警察と軍隊
に殺された（亀戸事件）。」
★図版
・自警団の「写真」。「関東大震災直後の浅草」（着色）
写真，説明は「地震後に市内各所で起きた火災が
被害を大きくした。」
・「大杉栄と伊藤野枝」の写真，説明は「二人は戒厳
令下の９月16日，憲兵隊本部で殺された（甘粕事
件）。」
○コラム「国内外の救援活動」p.115
半ページを使って，学生たちの救援活動などをと
りあげ，それが東京帝国大学のセツルメント結成に
つながったこと。各国の救援活動，とりわけ五・四
運動後であったが，中国では上海や奉天の反日新聞
が震災への救援活動を呼びかけるなど官民挙げての
救援活動がおこなわれたことが紹介されている。
★その他
この教科書では，この後の「国民作興詔書」や虎
ノ門事件に触れ，震災に先立ち国家主義者の北一輝
が戒厳令下の憲法停止による国家改造を明記した
『日本改造法案大綱』を刊行したこと，宇垣軍縮によ
る学校での軍事教練などをとりあげ，「震災を機に時
代は転換し，重苦しい不安と深刻な動揺が訪れよう
としていた。」と記述している。
３．山川出版社『日本史A』（日A307）
○コラム「関東大震災と社会の混乱」p.128
「1923（大正12）年９月１日午前11時58分，相模
湾北西部を震源としてマグニチュード7.9の大地震が
発生し，中央気象台が廃墟と化したほか，東京両国
の陸軍被服廠跡の空地に避難した罹災者約４万人が
猛火で焼死したのをはじめ，死者・行方不明者は10
万人を数えた。全壊・流失・全焼家屋は57万戸にの
ぼり，被害総額は60億円をこえた。
関東大震災直後におきた，朝鮮人・中国人に対す
関東大震災をめぐる教育現場の歴史修正主義（鈴木敏夫）
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【資料】高校日本史教科書記述にみる「関東大震災」
る殺傷事件は，自然災害が人為的な殺傷行為を大規
模に誘発した例として日本の災害史上，他に例を見
ないものであった。流言により，多くの朝鮮人が殺
傷された背景としては，日本植民地支配に対する恐
怖心と，民族的な差別意識があったとみられる。９
月４日夜，亀戸警察署構内で警備に当たっていた軍
隊により社会主義者10名が殺害され，16日には憲兵
により大杉栄と伊藤野枝，大杉の甥が殺害された。
市民・警察・軍がともに例外的とは言い切れない規
模で武力や暴力を行使したことがわかる。」
★その他 本文で，虎ノ門事件に触れている。
４．山川出版社『現代の日本史』（日A303）
○小見出し「関東大震災とその影響」p.100
「1923（大正12）年９月１日，相模湾を震源とする
マグニチュード7.9の大地震が，関東地方を襲った
（関東大震災）。地震と発生した火災により，関東地
方南部の諸都市は大きな被害を受け，東京・横浜の
市街地の大部分は焼け野原となった。大混乱の中で，
『朝鮮人が暴動を起こした』というデマが広がり，住
民が組織した自警団などの手により，多数の朝鮮人
が殺害された。また，社会主義者や労働運動家が，
軍人や警察官により殺害される事件も起こった。」
★図版
・写真「折れた浅草十二階」（毎日新聞社蔵）。
・絵画，鹿子木孟郎作「関東大震災」（「大正十二年
九月一日」）。
５．清水書院『高等学校 日本史A 最新版』（日A306）
○コラム「こらむ 関東大震災」p.117
「1923年９月１日午前11時58分，関東地方をマグ
ニチュード7.9という大地震が襲った。ちょうど昼食
の準備の時間で火を使っていた家庭も多く，各地で
火災が発生した。家屋の大半が木造で，水道も破壊
され消火活動がほとんど不可能であったことも被害
を拡大させた。東京・横浜両市の６割以上が焼きつ
くされ，関東地方全体で10万の死者と７万の負傷者
を出し，こわれたり焼けたりした家屋は70万戸に及
んだ。通信も交通もとだえ，余震が続くなかで，翌
日から朝鮮人が井戸に毒を投げ込んだ，放火をして
まわっている，暴動をおこすらしいなどのうわさが
流れはじめた。
東京市および府下５郡にまず戒厳令が出され，続
けて東京府，神奈川・千葉・埼玉３県にその範囲が
拡大された。『戒厳』とは，戦争に準ずる内乱や暴動
の場合に，軍事上の必要にこたえて行政権と司法権
を軍司令官に移し，これに平時の法をこえた強大な
権限をあたえることであるが，この戒厳令下で，軍
隊と警察は『保護』と称して大量の朝鮮人をとらえ，
留置場に収容したり，殺したりした。また民衆もう
わさを信じ，在郷軍人会や青年団，消防団などを中
心に自警団をつくり，刀剣・竹やり・木刀などで武
装して，通行人を検問し，朝鮮人を襲った。この朝
鮮人に対する殺傷は東京・神奈川・埼玉・千葉など
を中心に７日ごろまで続き，約6,000人が殺された
（『韓国独立運動史』による。内務省調査では，加害
者が判明した分として，朝鮮人231人，中国人３人と
している）。そのほか中国人も多数被害にあっており，
江東区大島だけでも約400人が虐殺された。
また労働運動家10名が警察にとらえられ，軍隊に
殺された亀戸事件，甘粕事件がおこるなど，首都を
壊滅状態にした災害の混乱のなか，警察や軍隊そし
て民衆の手による，罪も無い人びとの虐殺がおこな
われたのである。」
★図版
・「関東大震災」（錦絵，東京消防庁蔵）。
○小見出し「社会主義運動の復活」p.123
「…なお，1923年９月におこった関東大震災の大混
乱のなかで，社会主義者や労働運動家，無政府主義
者の大杉栄・伊藤野枝が，軍隊や警察によって殺害
されるという事件注１がおきた。」
・注１「東京亀戸署では社会主義者が兵士に殺され（亀戸事件），
大杉・伊藤夫妻は，東京憲兵隊の甘粕正彦に殺されたとされて
いる（甘粕事件）。」
・側中欄大杉栄と伊藤野枝の「写真」，説明は「大杉
は無政府主義を代表する活動家。伊藤は「青鞜」
の後半を支えた。」
６．実教出版『新日本史A』（日A305）
○小見出し「関東大震災と都市化の進展」p.72
「1923（大正12）年９月１日，関東地方に大震災が
おこります。関東大震災です。東京・横浜に多くの
被害を及ぼしました。火災による被害が大きく，震
災とよばれています。戒厳令の一部がしかれ，交通
がマヒして，生活に必要な手段も途絶えるなか，住
民たちは自警団を結成しました。流言により，不安
に駆られた自警団によって，多くの朝鮮人や中国人
が虐殺されました。また，軍隊や警察によって無政
府主義者の大杉栄や労働運動の指導者らも虐殺され
ました。」
★図版
・上記文の上にページの３分の１を使って，絵画
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「関東大震災直後の東京」，説明は「被災者は，死
者・行方不明者約10万５千人，家屋の全壊・焼失
は約67万戸に及びました」。
・「第２部 地域からみた日本」の「③東京と近郊」
の「３ 震災と復興」で「関東大震災直後の浅草
公園」の写真。
７．実教出版『高校日本史A』（日A302）
○小見出し「関東大震災」p.99
「1923（大正12）年９月１日，関東大震災がおこっ
た。震災直後の火災が京浜地方を壊滅状態に陥れ，
混乱のなかで，『朝鮮人が暴動を起こした』などとい
う民族的偏見に満ちたうわさがひろめられ，軍隊・
警察や自警団が，約6,700人の朝鮮人や約700人の中
国人を虐殺した。また，無政府主義者の大杉栄・伊
藤野枝が憲兵大尉甘粕正彦に殺害され（甘粕事件），
労働運動の指導者10人が軍隊と警察によって殺害さ
れた（亀戸事件）。」
★図版
・震災を描いた「絵画」，説明は「死者・行方不明者
10万５千余り」など。
・先の文の次の段落で，「天譴論」にふれ，「震災は
国家主義的風潮が強まるきっかけともなった」。
★その他
・章末の「近代の追究３―砂利鉄道ってなんだ？」
に「３関東大震災と朝鮮人労働者」の項目があり，
復興にあたってのコンクリート工事用原料である
砂利採取の重労働に従事する朝鮮人男女と子ども
の様子を描いた「朝鮮人集落を行く」（張赫宙［チ
ャンヒュクチェ］）が紹介されている。
Ⅱ．日本史B（標準４単位，通史）
１．東京書籍『新選日本史B』（日B303）
○小見出し「関東大震災と都市の改造」p.207
「1919（大正８）年に都市計画法が施行され，都市
改造がはじまった。そのきっかけになったのが，
1923年９月１日におこった関東大震災であった。地
震と火災で東京・横浜の大部分が壊滅状態となり，
死者・行方不明者は10万人以上に達した。」
○コラム「関東大震災と虐殺事件」p.207
「1923（大正12）年９月１日，関東地方をマグニチ
ュード7.9の地震がおそった。地震発生後の火災が被
害を大きくし，その混乱は人心を動揺させた。政府
は関東一円に戒厳令をしいた。
こうしたなかで，そのころ植民地朝鮮から移住し
てきていた朝鮮人や，社会主義者が暴動をおこすと
の流言がひろまり，関東一帯で『朝鮮人狩り』が行
われた。そのとき，数千人と推定される朝鮮人と数
百人の中国人が，自警団を組織した市民と一部の官
憲によって虐殺された。また，労働運動家や社会主
義者の大杉栄らが，警察や軍に逮捕されて殺され
た。」
★図版
・写真「移送される朝鮮人」。
２．清水書院『高等学校 日本史B 最新版』（日B306）
○小見出し「関東大震災と震災恐慌」p.207
「1923年９月１日，東京・横浜を中心に関東地方を
マグニチュード7.9の大震災が襲い，地震の後に火災
が発生して，多大な被害をもたらした（関東大震
災）。おおよその被害は，全壊10万戸，全焼21万戸，
死者・行方不明10万人，物的損失55億円にのぼった。
この混乱の中で，『朝鮮人や社会主義者が暴動をおこ
す』などのデマが飛び交った。そのため，竹槍・日
本刀などで武装した自警団によって在日朝鮮人など
が多数虐殺される事件がおこった注１。また，社会主
義者や労働運動家が殺害される事件なども発生した。
・注１「韓国併合以後，会社令で民族資本が抑圧されたこともあ
って，多数の朝鮮人が日本に移住していた。関東大震災で殺害
された朝鮮人の数は，通常6,000人といわれる。また中国人も
被害にあい，750人ほどが犠牲になったと推測されている。」
★図版
・上段に，絵画「関東大震災」。
・写真「自警団」，説明は「関東大震災の混乱のなか，
デマを信じた住民たちは刀や竹槍などで武装して
自警団を組織し，通行人を検問した。写真は東京
での様子。」
３．実教出版『日本史B』（日B305）
○小見出し「関東大震災」p.286
「あまりに急激な都市化は，都市基盤整備が都市の
膨張に追いつかない，災害に弱い都市をうんだ。東
京や横浜も例外ではなかった。そこへ1923年９月１
日，マグニチュード7.9の大地震が両都市をおそった
（関東大震災）。被害は半壊家屋約20万余戸，死者・
行方不明者約10万余人にのぼり，東京市街の３分の
２，横浜市街のほぼ全域が壊滅した。あまりに大き
な被害に人々はパニックにおちいり，朝鮮人が井戸
に毒を投げ込んだとか，暴動をおこしたとかいった
流言飛語もひろがり，自警団を組織した民衆や，軍
隊や警察の手によって数千人にのぼる朝鮮人が虐殺
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され注１，多くの中国人も殺された。また無政府主義
者大杉栄・伊藤野枝らが甘粕正彦憲兵大尉に殺され
たり（甘粕事件），労働運動の指導者ら10名が警察署
で軍隊によって殺害される（亀戸事件）など，社会
運動に対する弾圧事件もおきた。そして甘粕事件が
きっかけとなり，同年末には虎ノ門事件がおきた。」
・注１「併合後，朝鮮で生活できなくなった朝鮮人が渡来し，強
い民族差別のもとで土木・炭鉱労働などに従事していた。」
★図版
・絵画「関東大震災」（「大正十二年九月一日」鹿子
木孟郎 東京都現代美術館蔵）。
・写真「山下公園」，説明は「関東大震災被災地のガ
レキを埋め立てて整地した臨海公園。1936年撮影」
など。
４．実教出版『高校日本史B』（日B304）
○小見出し「関東大震災」p.196
「1923（大正12）年９月１日，関東大震災がおこっ
た。震災直後の火災が京浜地方を壊滅状態に陥れ，
混乱のなかで，『朝鮮人が暴動を起こした』などとい
う民族的偏見に満ちたうわさがひろめられ，軍隊・
警察や住民が組織した自警団が，6,000人以上の朝鮮
人と約700人の中国人を虐殺した。また，無政府主義
者の大杉栄・伊藤野枝が憲兵大尉甘粕正彦に殺害さ
れ（甘粕事件），労働運動の指導者10人が軍隊と警察
によって殺害された（亀戸事件）。」
★図版
・「絵画」（東京都美術館蔵），説明は「死者・行方不
明者10万５千余り」などの被害について。
★その他
・次の段落で，「天譴論」にふれている。また「政府
は個人主義の風潮，社会主義の台頭を警戒して，
国民精神作興詔書を出すなど思想取り締まりを強
化した。震災は国家主義的風潮が強まるきっかけ
ともなった。」と書いている。
５．明成社『最新日本史』（日B302）
○小見出し「戦後恐慌と関東大震災」p.243
「大正十二年（1923）九月一日，大地震が関東一円
を襲い，京浜地帯は経済的には大打撃が受けた（関
東大震災注１）。」
・注１「大震災による被害は，全壊一二万戸，全焼四十五万戸，
死者・行方不明者十万数千人に及んだ。混乱の中，無政府主義
者大杉栄と伊藤野枝が憲兵大尉甘粕正彦に殺害された。また，
朝鮮人に不穏な動きがあるとする流言に影響された自警団によ
る朝鮮人殺傷事件が頻発した。その一方，朝鮮人を保護した民
間人や警察官もいた。また政府は戒厳令を布き事態の収拾に当
たった。」（本文，注もすべて縦書き）
★図版
・「関東大震災における流言防止のビラ」
６．山川出版社『新日本史』（日B307）
○小見出し「政策刷新の動きと関東大震災」p.297
「加藤の死後，第２次山本権兵衛内閣の組閣中，
1923（大正12）年９月１日，関東大震災がおこり，
京浜一帯は焦土となった（死者約９万9,000人）。戒
厳令が出され，軍が被災地域の治安のみならず行政
などを掌握した。社会不安が高まる中で，朝鮮人が
暴動をおこしたという流言を信じた国民は自警団を
つくり，彼らや軍隊・警察の手で，多数の朝鮮人や
中国人が殺害された。また無政府主義者大杉栄や労
働運動の活動家も，軍人によって殺された。……無
政府主義者の青年難波大介に狙撃される虎の門事件
がおこり……。」
★図版
・写真「折れた浅草十二階」（毎日新聞社），内容は
大震災直後の浅草の光景と説明。他の教科書はこ
の白黒の原盤に彩色あるいはより鮮明にして掲載
している。
７．山川出版社『高校日本史』（日B308）
○小見出し「不況と震災」p.267
「1923（大正12）年９月１日には関東大震災がおこ
り，東京・横浜という日本の中枢部に壊滅的打撃を
あたえた。これにより多くの企業が倒産し，経済的
にも大きな打撃をこうむった。
この混乱のなかで，朝鮮人が暴動をおこしている
との流言が広まり，政府も戒厳令をしいた。こうし
たなか，恐怖心にかられた民衆や一部の官憲によっ
て，朝鮮人数千人，中国人約200人が虐殺された。さ
らに社会主義者や労働運動家などが，軍人や警察官
によって殺害される事件がおこった。」
★図版
・「関東大震災を報じる新聞記事」（『大阪朝日新聞』
９月３日の初報道）。
・写真「関東大震災で折れた浅草十二階」（毎日新聞
社），十二階の説明など。
８．山川出版社『詳説日本史』（日B301）
○小見出し「関東大震災の混乱」（コラム）p.331
「1923（大正12）年９月１日午前11時58分，相模
湾北西部を震源としてマグニチュード7.9の大地震が
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発生し，中央気象台の地震計の針はすべて吹き飛ばされた。地震と火災で東京市・横浜市の大部分が廃墟と化した
ほか，東京両国の陸軍被服廠跡の空地に避難した罹災者約４万人が猛火で焼死したのをはじめ，死者・行方不明者
は10万人を数えた。全壊・流失・全焼家屋は57万戸にのぼり，被害総額は60億円をこえた。
関東大震災後におきた，朝鮮人・中国人に対する殺傷事件は，自然災害が人為的な殺傷行為を大規模に誘発した
例として日本の災害史上，他に例を見ないものであった。流言により，多くの朝鮮人が殺傷された背景としては，
日本の植民地支配に対する恐怖心と，民族的な差別意識があったとみられる。９月４日夜，亀戸警察署構内で警備
に当たっていた軍隊により社会主義者10名が殺害され，16日には憲兵により大杉栄と伊藤野枝，大杉の甥が殺害
された。市民・警察・軍がともに例外的とは言い切れない規模で武力や暴力を行使したことがわかる。」
★脚注 虎ノ門事件の顛末。
Ⅲ．参考「つくる会」系中学歴史教科書
何れも市販本から
１．扶桑社『改訂版 新しい歴史教科書』（旧課程）
○小見出し「関東大震災」p.189
「…この混乱の中で，朝鮮人や社会主義者のあいだに不穏なくわだてがあるとのうわさが広まり，住民の自警団な
どが朝鮮人・中国人や社会主義者を殺害するという事件がおきた。」
発行が自由社となって
『改訂版　新しい歴史教科書』（新課程）
○小見出し「関東大震災」p.213
「1923（大正12）年９月１日，関東地方で大震災がおこった。東京や横浜などで，大きな火災が発生し，死者・
行方不明者は10万人をこえた（関東大震災）。」
２．育鵬社『新しい日本の歴史』（新課程）
○小見出し「関東大震災」p.199
「…交通や通信が途絶えた混乱の中で，朝鮮人や社会主義者が，住民たちのつくる自警団などに殺害されるという
事件もおきました。」
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